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前回のおさらい 

前回の内容 

 中間発表の反省 

 

今回 

 前回答えられなかった質問への回答 

 自分たちで考えたシナリオとWebサービスの動作の流れ 

 実装に向けて 
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回答 
4 

RDFファイルからなにを取り出すか?? 

画像ファイル 

文書ファイル 

音楽ファイル 

http://example.com/album/xxx.jpg/ 

http://example.com/album/xxx.doc 

http://example.comalbum/xxx.mp3 

album 
lyric 

jacket 

music 

リンクを取り出す 



提案シナリオ 
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会社の取引先の情報を取得する 

情報を取得する際のセキュリティは，完備されているものと考慮 

前提条件 

SMDを用いて，社外で 

サービスを利用 

利用者 

社外 社内 

今回の取引内容
を知りたい 

RDFDB 

取得したい内容 

内容:・・・ 
日時:・・・ 
場所:・・・ 取引先の会社 

 情報の探索,抽出を行い，送信データ量の削減を実行 

RDFDBから，利用者が取
得したい内容だけを抽出 



提案アーキテクチャ(詳細) 
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アプリケーション 

S
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前述の「取引先の情報取得」を提案アーキテクチャで表現 

今回の取引の「内容，
日時，場所」を知りたい アプリケーション起動 

RDFDB 

クエリを送信 

探索結果を返す 

結果のRDFファイルを返す 

 

 

 

RDFファイル送信 「内容，日時，場所」を取得 

クエリによる探索 

内容:・・・ 
日時:・・・ 
場所:・・・ 

クエリ送信にはCONSTRUCT形式のクエリを使用 

RDF形式で情報を抽出 



RDFファイル探索プログラム実装に向けて 
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提案アーキテクチャ 
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RDFDB 

ビジネス向けのRDFDBを作成 

クライアントが必要な情報を要求として送り，RDFDBから取得するプログラムを作成 

SPARQLによるRDF

ファイル探索プログラ
ムを実装 



参考文献 

 セマンティックWebプログラミング 

  著者：Toby Segaran，Colin Evans，Jamie Taylor 
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